大学生の起業意識調査に関する一考察 －愛知みずほ大学学生への質問票調査2015年～2016年より－ by 金澤 一英
資料 
大学生の起業意識調査に関する一考察 












 国際的な大学生の起業意識調査（2011）では、全世界から 489 大学 93000 の回答が集められた。日本では、法
政大学地域センターが窓口となり田路他（2011）が 4 大学 561 の回答を集めている。本稿では、田路他の設問に
独自の設問を加えて 2015 年と 2016 年の 2 度にわたり愛知みずほ大学人間科学部の学生 89 名を対象に起業意識
調査を行った。本調査の結果、田路他が課題として残した学問の専攻によって回答傾向があることが判明した。 
 
































 2015 年と 2016 年の「現代社会のマネジメント」受講者
を対象に質問票調査を行っている。2015 年の回答数は48
名、2015 年は41 名であり回答総数は 89 名である。回答





 度数 パーセント 
有効数 男性 71 79.8% 
女性 18 20.2% 












 度数 パーセント 
有効数 いる 37 41.6% 
いない 52 58.4% 















































表３ 大学の起業環境の評価（4 大学） 















202 36.8% 165 30.1% 
ネットワークを広げていく能
力を高めてくれる。 
182 33.0% 173 31.4% 
ビジネスチャンスを発見する
能力を高めてくれる。 
209 37.9% 157 28.4% 
私の大学には起業家を生む好
ましい雰囲気や基盤がある。 
143 26.0% 216 39.2% 
私の大学には起業に意欲的な
学生がたくさんいる。 






129 23.5% 233 42.4% 
(出所：田路他 2011 より筆者改変) 
表４ 大学の起業環境の評価（愛知みずほ大学） 












30 33.7% 26 29.2% 
ネットワークを広げていく能
力を高めてくれる。 
33 37.1% 27 30.3% 
ビジネスチャンスを発見する
能力を高めてくれる。 
34 38.2% 28 31.5% 
私の大学には起業家を生む好
ましい雰囲気や基盤がある。 
20 22.5% 34 38.2% 
私の大学には起業に意欲的な
学生がたくさんいる。 

























































表 5 大学（または大学院）卒業直後の「働き方」（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 従業員として働く 52 58.4% 
起業する、創業者になる 4 4.5% 
事業の継承者として経営者になる 3 3.4% 
わからない 29 32.6% 
合計 88 98.9% 
欠損値 システム欠損値 1 1.1% 
合計 89 100.0% 
資料 
表 6 キャリア選択（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 従業員 300 人以上の大企業で働く 19 21.3% 
従業員 21～300 人の中小企業で働く 20 22.5% 
従業員 20 人以下の小規模企業で働く 3 3.4% 
幼稚園・小学校・中学校・高校等の学校で働く 5 5.6% 
非営利法人または社会福祉法人で働く 2 2.2% 
その他 4 4.5% 
合計 53 59.6% 
欠損値 システム欠損値 36 40.4% 
合計 89 100.0% 





たい）」を回答した 8.0％から 7.5 ポイント増になっ
ている。一方で、「従業員として働く（または働きた
い）」の回答が、卒業直後の割合である 58.4％から卒

























表７ 大学（または大学院）卒業 5 年後の「働き方」（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 従業員として働く 44 49.4% 
起業する、創業者になる 10 11.2% 
事業の継承者として経営者になる 3 3.4% 
わからない 27 30.3% 
合計 84 94.4% 
欠損値 システム欠損値 5 5.6% 
合計 89 100.0% 
資料 
表 8 卒業 5 年後のキャリア選択（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 従業員 300 人以上の会社で働く 14 15.7% 
従業員 21～300 人の中小企業で働く 22 24.7% 
従業員 20 人以下の小規模企業で働く 1 1.1% 
幼稚園・小学校・中学校・高校等の学校で働く 6 6.7% 
非営利法人または社会福祉法人で働く 1 1.1% 
その他 3 3.4% 
合計 47 52.8% 
欠損値 システム欠損値 42 47.2% 






















あり、およそ 4 人に1 人が「自由で柔軟な人生をおくるこ
と」をキャリア形成のための動機として重要視していない。 
 
表 9 仕事とキャリアパスに対する動機（4 大学） 
 重要である 重要ではない 
ひとりの人間として成長し学ぶこと 84.9% 3.6% 
自分の夢を実現すること 79.5% 7.0% 
安定した収入を得ること 77.9% 7.8% 
自分自身に挑戦すること 77.0% 6.7% 
何かを達成して認められること 76.4% 7.6% 
自由で柔軟な人生をおくること 75.5% 8.5% 
多くの収入をえること 73.8% 7.9% 
自分が見つけたビジネスチャンスを生かすこと 65.3% 11.6% 
製品のアイデアを生み出すこと 59.6% 18.2% 
社会的使命を果たすこと 58.4% 16.1% 
自分のためにより高い地位を得ること 51.7% 20.7% 
環境保全に関する使命を果たすこと 50.2% 20.9% 
資料 
尊敬する人の後に続くこと 43.3% 31.2% 
誰からも指図されずに働くこと 41.0% 28.6% 
技術の最先端でイノベーティブであること 39.1% 28.8% 
家族の伝統を守ること 22.5% 52.4% 
子供が引き継げる事業を確立すること 20.0% 56.3% 
（出所：田路他 2011 より筆者改変） 
表 10 仕事とキャリアパスに対する動機（愛知みずほ大学） 
 重要である 重要ではない 
ひとりの人間として成長し学ぶこと 64.0% 22.5% 
自分の夢を実現すること 54.5% 25.0% 
安定した収入を得ること 64.0% 24.7% 
自分自身に挑戦すること 55.1% 23.6% 
何かを達成して認められること 51.7% 25.8% 
自由で柔軟な人生をおくること 48.3% 24.7% 
多くの収入をえること 57.3% 22.5% 
自分が見つけたビジネスチャンスを生かすこと 57.3% 25.8% 
製品のアイデアを生み出すこと 47.2% 23.6% 
社会的使命を果たすこと 46.6% 20.5% 
自分のためにより高い地位を得ること 38.2% 23.6% 
環境保全に関する使命を果たすこと 39.3% 19.1% 
尊敬する人の後に続くこと 44.9% 23.6% 
誰からも指図されずに働くこと 31.5% 29.2% 
技術の最先端でイノベーティブであること 37.1% 22.5% 
家族の伝統を守ること 38.2% 25.8% 
























現在も少なくとも 1 社を経営している」の回答はない。 
資料 
表 11 起業の意図（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 全く考えたことがない 40 44.9% 
漠然と考えたことがある 23 25.8% 
何度か考えたことがある 18 20.2% 
かなり本気で考えたことがある 8 9.0% 






















表 12 起業に対する魅力（4 大学） 
 肯定的 パーセント 否定的 パーセント 
起業家になることは、自分にとってデメ
リットよりもメリットのほうが大きい 
217 38.7% 151 26.9% 
起業家というキャリアは魅力的である 290 51.7% 146 26.0% 
機会や資金などのリソースさえあれば、
起業家になるだろう 
232 41.4% 182 32.4% 
起業家になることは、自分に大きな満足
をもたらすだろう 
239 42.6% 161 28.7% 
（出所：田路他 2011） 
表 13 起業に対する魅力（愛知みずほ大学） 
 肯定的 パーセント 否定的 パーセント 
起業家になることは、自分にとってデメ
リットよりもメリットのほうが大きい 
24 27.3% 21 23.9.% 
起業家というキャリアは魅力的である 33 37.1% 24 27.0% 
機会や資金などのリソースさえあれば、
起業家になるだろう 
26 29.5% 29 33.0% 
起業家になることは、自分に大きな満足
をもたらすだろう 




















表 14 周囲の起業に対する理解（4 大学） 
 肯定的 パーセント 否定的 パーセント 
両親/他の家族 276 49.2% 131 23.4% 
友達/仲間の学生 367 65.4% 66 11.8% 
自分にとって大切な人達 353 62.9% 56 10.0% 
表 15 周囲の起業に対する理解（愛知みずほ大学） 
 肯定的 パーセント 否定的 パーセント 
両親/他の家族 30 33.7% 24 27.0% 
友達/仲間の学生 30 33.7% 14 15.7% 












表 16  起業の進捗度（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 特に何もしていない 66 74.2% 
はじめて事業のアイデアを考えた 4 4.5% 
パートナーを探した 8 9.0% 
ビジネスプランを作成した 4 4.5% 
ビジネスチャンスのある市場を見つけた 3 3.4% 
潜在顧客と話をした 1 1.1% 
設立日を決めた 1 1.1% 
合計 87 97.8% 
欠損値 システム欠損値 2 2.2 



















表 17 事業アイデアの源泉（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 現在または過去の仕事から 15 16.9% 
趣味や娯楽を通じて 23 25.8% 
大学での勉強を通じて 25 28.1% 
学術的な研究活動を通じて 4 4.5% 
自分自身や友達等のアイデアから 10 11.2% 
自分の大学外の友人から  1 1.1% 
家族 3 3.4% 
その他 3 3.4% 
合計 84 94.4% 
欠損値 システム欠損値 5 5.6% 












表 18 共同創業者の有無（愛知みずほ大学・4 大学） 
 いらない 1 人 2 人 3 人 4 人以上 
愛知みずほ大学 11.2% 16.9% 29.2% 24.7% 15.7% 






























表 19 共同創業者との出会いの場（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 大学の関係者（先輩、後輩、同級生など） 36 40.4% 
大学外の交友関係 37 41.6% 
親戚・親類 5 5.6% 
配偶者 4 4.5% 
その他 4 4.5% 
合計 86 96.6% 
欠損値 システム欠損値 3 3.4% 











表 20 起業の障害（愛知みずほ大学） 
 肯定的 パーセント 否定的 パーセント 
資金調達（資本金や借入） 56 62.9% 15 16.9% 
事業に関する技術的なノウハウが足りな
いこと 
51 57.3% 12 13.5% 
資金面のリスクを負うこと 57 64.8% 11 12.5% 
事業を行うための必要なスキルや能力が
足りないこと 
51 58.0% 13 14.8% 
法律関係 45 51.7% 12 13.8% 
全般的な経済環境 50 56.8% 11 12.5% 
顧客との接点が少ないこと 48 54.5% 15 17.0% 
ビジネスアイデアの欠如 46 52.3% 14 15.9% 






















表 21 資金の調達先（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 自己資金 40 44.9% 
家族や友人 9 10.1% 
ビジネスコンペ等の賞金 1 1.1% 
基金・財団・政府からの助成金 3 3.4% 
銀行ローン 17 19.1% 
クラウドファンディング 3 3.4% 
未定 11 12.4% 
合計 84 94.4% 
欠損値 システム欠損値 5 5.6% 




















表 22 経営する会社の業績に影響を与えるネットワーク（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 同業者のネットワーク 71 79.8% 
業務に関係のないネットワーク 17 19.1% 
合計 88 98.9% 
欠損値 システム欠損値 1 1.1% 
合計 89 100.0% 
表 23 あなたの人脈で、より重要ネットワーク（愛知みずほ大学） 
 度数 パーセント 
有効数 同業者のネットワーク 59 66.3% 
業務に関係のないネットワーク 29 32.6% 
合計 88 98.9% 
欠損値 システム欠損値 1 1.1% 
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